作業療法とは？
＜法律に基づく定義＞
身体または精神に障害のある者に対し、主としてその応用動作能力、または社会適応能力の回復を図るため、手芸・工芸その他の作業を行わせることをいう。
この法律で「作業療法士」とは，厚生労働大臣の免許を受けて，作業療法士の名称を用いて、医師の指示の下に，作業療法を行なうことを業とする者をいう。
（理学療法士及び作業療法士法　法律第137号）

＜実践に基づく定義＞
身体または精神に障害のある者、またはそれが予測される者に対してその主体的な生活の獲得を図るため、諸機能の回復・維持および開発を促す作業活動を用いて行う治療、訓練、指導および援助をいう。（社団法人日本作業療法士協会・定義）

＜日本作業療法士協会の定義＞
「日常生活の諸動作や仕事，遊びなど人間に関わるすべての諸活動をさし、治療や援助もしくは指導の手段となるもの」をいう。世界作業療法士連盟（WFOT)では、「人が自分の文化で意味があり行うことのすべて」としている。これらより作業療法で用いる「作業」とは、対象者自らが文化的・個人的に価値や意味を見出し専心しているすべての活動をいう。
（社団法人日本作業療法士協会 作業療法関連用語解説集改訂第2版2011）
作業療法における『作業』とは？

作業療法では、「仕事」「日常生活の諸動作・家事仕事」「遊び」など、人の生活全般にかかわる諸活動を「作業」とよんでいます。これらの作業に含まれる多くの諸動作を使って、生活能力の向上を図るために、治療・援助・指導するのが作業療法です。
作業療法を行う対象者は…？
・身体に障害をもつ人（身体障害）
脳卒中、神経変性疾患、リウマチ、脊髄損傷、末梢神経損傷、手足の切断、骨折・外傷、心臓疾患、加齢による身体機能低下など
・心に障害をもつ人（精神障害）
統合失調症、躁うつ病、アルコール依存症、薬物依存症、摂食障害、認知症など
・発達期に障害をうけた子どもたち（発達障害）
脳性麻痺、先天異常、精神発達遅滞、筋ジストロフィー、学習障害、自閉症など
・老年期障害
高齢であることに加えて身体障害や精神障害の分野で説明した疾患を合併、認知症や加齢に伴う心機能や呼吸機能の低下など複数の状態像が重なりあった方。
このように、作業療法は子どもから高齢者まで、以上のような疾患からおこる身体・心・生活の障害をもつすべての人に関わります！
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・作業療法の目的

1症状安定に向けての援助

・作業活動を通じて情動の不安定さや思考、行動のまとまりのなさを調整するとともに、健康な機能を促進
・馴染みのある、または興味のある簡単な活動を通し、自分の気持ちを表現することや、気分の発散などをはかる
・作業活動をおこなうことで、自分の能力の限界を知る、自信をつける
2対人関係の改善

・治療者との関係をもとに、他者とより良く交流していけるような体験の場を作る 

・治療者個人との関係や共同活動を通した集団での他者との関係において、他者に認められたり、他者を支えたりすることで、集団における所属感を育成したり、自分の存在を確認したりする
・自分の気持ちの伝え方など、他者との対応の仕方を練習 

3基本的な日常生活への援助

・活動を通して身体を動かす、時間を使うことで、生活リズムの維持、改善を行う
・金銭管理、家事、健康管理などの指導、相談をおこない生活技術の獲得を目指す
・趣味や余暇活動を育成することで社会性を養う 

4社会生活への援助

・ 主体的な生活をめざし、より良い社会生活が営めるよう援助を行う
・ 仕事的な作業を通し、作業の遂行能力を評価し、作業習慣、作業耐性を高める
・ 就労に向けての相談、指導を行う
以上！作業療法士として病棟にて出来ることは精一杯実践していこうと思いますので
何かお気付きの点があればお声掛けください！！！

SST（Social Skills Training）について
SSTとは社会生活を送るうえで必要な対人関係や自己管理能力などを養い・身に着ける訓練のこと。
「生活技能訓練」や「社会生活技能訓練」ともいい、認知行動療法の1つです。
SSTでは、社会の中で生きていくためのさまざまなスキルを習得・向上させるためのトレーニングを行います。
【SSTで取り上げられるテーマ】
・日常のあいさつ

・お願いの仕方と断り方

・会話の始め方と終わり方

・飲み会の誘いの断り方

・忙しい人への質問の仕方

・復職時のあいさつ

・服薬自己管理

・症状の自己管理　　　　　　など

具体的なテーマは、参加者が抱える課題に沿って設定する。その後、テーマに応じたロールプレイを通して課題を改善していく流れとなっている。

※ロールプレイの前には、テーマをより理解しやすくするため「どのような場面で発生する課題なのか」という場面設定も行う必要がある。

「誰が・何を・いつ・どこで・どのように行うのか」「目標は何か」を設定することで、より具体的にイメージして取り組む事ができる。

【グループワーク】

習得したいスキルをロールプレイで学んでいくため、グループワークが基本。
同じテーマについてグループで1つの目標を目指して取り組みます。

※参加者それぞれが抱える課題は少しずつ異なるため、グループ全体の目標を踏まえて、参加者それぞれが自分なりの目標を立てることも重視する必要がある。

※もし…グループワークでは、不安や緊張が強くなってしまうという方の場合「個人SST」も可能。

【グループワークSSTと個人SST】

グループワークSST　　　　　　　　　　個人SST
・グループで1つの目標を目指す　　　　　　　　・支援者と受講者の1対1で行う

・グループの目標に関連付けて個人の　　　　　　・受講者の課題から目標を設定する
　目標を設定する　　　　　　　　　　　　　　　・受講者とロールプレイなどを行う

・メンバーとロールプレイなどを行う　　　　　　・支援者からフィードバックを行う
・メンバーからフィードバックを行う
【セッションの流れとロールプレイ】
SSTでは、何回かの「セッション」を通して目標達成に取り組んでいきます。セッションの中心はロールプレイ！
※1回のセッションの中でロールプレイは2回以上実施。1回終わるごとにフィードバックが行われるのがSSTの特徴！

例）コミュニケーションに関する課題のテーマ
※課題を抱える「本人役」やコミュニケーション相手となる「相手役」を演じる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1.今の気分を一言ずつ話す
2.ウォーミングアップ
3.場面設定の説明

4.1回目のロールプレイ
5.本人役からの感想（難しかったこと・達成できたこと・気付いたこと）

6.相手役からのフィードバック（肯定的なフィードバックを中心に）
7.周囲からのフィードバック（良かった点・改善点・疑問など）
8.その他質疑応答
9.2回目のロールプレイ
10.本人役・相手役・周囲からのフィードバック
11.全体を通しての感想（参加者全員が一言ずつ感想を話す）
12.必要に応じて本人役に宿題を設定する（後のセッションで結果を報告してもらう）
13.振り返りシートに記入（セッションの要点・満足度・言いにくかった本音など）
毎週土曜日に実施しているＳＳＴで、ぜひ実践して頂ければなと思います！！！
